今 は 兎た ち は、 みんなみ じかい 茶色の 着物です。 

野原の 草 はきら きら 光り、 あちこちの 樺の 木 は 白い 

花 をつ けました。 

実に 野原 はいいに おいで いっぱいです。 

こうさぎ よろこ おど もう 

子 兎の ホモ ィは、 悦んで ぴんぴん 踊りながら 申し 

ました。 

「ふん、 いいに おいだな あ。 うまい ぞ、 うまい ぞ、 

すずらん 

鈴蘭な ん かまる で パリ パリ だ」 

すずら A は たが 

風が 来たので 鈴蘭 は、 葉 や 花 を 互いにぶ つつけ て、 

しゃりん しゃりんと 鳴りました。 

いき 

ホ モイ はもう うれしくて、 息 もっかずに ぴ よん ぴょ 



その 時、 空から ヒュウと 矢の ように 降りて 来た もの 

があります。 ホモ ィは 立ち どまって、 ふりかえって 見 

ると、 それ は 母親の ひばりでした。 母親の ひばり は、 

ものい ふる こども 

物 も 言 えずに ぶるぶる 顫えながら、 子供の ひばり を 強 

く 強く 抱いて やりました。 

だいじょうぶ 

ホ モイ はもう 大丈夫と 思った ので、 いちもくさんに 

うち 

おとうさんのお 家へ 走って 帰りました。 

うさ * き たば 

兎 のお 母さん は、 ちょうど、 お 家で 白い 草の 束 を そ 

ろえ ており ましたが、 ホモ ィを 見て びっくりし ました- 

そして、 

わる 

「おや、 どうかした のかい。 たいへん 顔色が 悪い よ」 



きれい 

川が 奇麗に すきとおって います。 目から はなす と、 ま 

たちら りちら リ_ 美しい 火が 燃え だします。 

ホモ ィは そっと 玉 を ささげて、 おうちへ はいり まし 

うさぎ 

た。 そしてす ぐお 父さんに 見せました。 すると 兎の 

お父さんが 玉 を 手に とって、 めがね を はずして よく 調 

ベ てから 申しました。 

ゆうめい かい たからもの たいへん 

「これ は 有名な 貝の 火と いう 宝物 だ。 これ は 大変 

まんぞく ち こと 

な 玉 だぞ。 これ を このまま 一生 満足に 持って いる 事の 

できた もの は 今までに 鳥に 一 一人 魚に 一 人あった だけ だ 

という 話 だ。 お前 はよ く 気をつけて 光 をな くさない よ 

うにす るんだ ぞ I 



にこに こして、 おいしい 白い 草の根 や 青い ばらの 実 を 

持って来て 一ず いました。 

あら うんどう 

「さあ 早くお かお を 洗って、 今日は 少し 運動 をす る 

きれい 

んで すよ。 どれ ちょっと お見せ。 まあ 本当に 奇麗 だね。 

お前が おかお を 洗って いる 間お つ かさんが 見て いても 

ヽ ヽゝ、 I 

レレ カレ」 

ホ モイが 言いました。 

たからもの 

「いいと も。 これ はう ちの 宝物なん だから、 おつか 

うち すずらん 

さんの だよ」 そして ホモ ィは 立って 家の 入り口の 鈴蘭 

ま おおつ ヌ つゆ と 

の 葉 さきから、 大粒の 露 を 六つ ほど 取って すっかりお 

顏を 洗いました。 



む まい 

すると 向こうから、 年 をと つた 野馬が やって 参り ま 

, .1 わ もど 

した。 ホモ ィは 少し 怖くな つて 戻ろうと します と、 馬 

はてい ねいに おじぎ をして 言いました。 

「あなた はホ モイ さまで) J ざ ります か。 こんど 貝の 

まい じつ しゅうちゃく ぞん 

火が お前 さまに 参られました そうで 実に 祝 着に 存じ 

けもの ま い 

まする。 あの 玉が この 前 獣の 方に 参りまして から も 

う 千 二百 年た つてい ると 申します る。 いや、 実に 私め 

け さ うけた ま なみだ なが 

も 今朝 そのお はなし を 承 わりまして、 涙 を 流して 

ござります」 馬 は ボロボ 口 泣き だしました。 

ホモ ィは あきれて いました が、 馬が あんまり 泣く も 

ま， b 

のです から、 つい つりこまれて ちょっと 鼻が せらせら 



もど 

てうちへ 戻って 来て、 

「おつかさん。 なんだか みんな 変な ぐあいで すよ。 

ぼく なかま 

りすさん なんか、 もう 僕 を 仲間 はずれに しました よ」 

い うさぎ わら 

と 言います と 兎 のおつ かさんが 笑って 答えました。 

「それ はそう です よ。 お前 はもう 立派な 人に なった 

ん だから、 りすなん か 恥ずかし いのです。 ですからよ 

わ ら 

く 気をつけて あとで 笑われない ようにす るんで すよ」 

ホ モイが 言いました。 

だ 、：' じょう ぷ ぼく 

「おつかさん。 それ は 大丈夫で すよ。 それなら 僕 は 

たいしょう 

もう 大将 にな つ たんです か」 

お つ かさん もうれ しそうに、 



「まあそう です」 と 申しました。 

ホ モイが 悦んで 踊り あがりました。 

ぼく 

「うまい ぞ。 うまい ぞ。 もう みんな 僕の てしたなん 

きつね 

だ。 狐なん かもう こわく もなん ともない や。 おつか 

ぼく しょうしょう 

さん。 僕ね、 りすさん を少 将 にす るよ。 馬 はね、 馬 

は 大佐に してやろうと 思 うんです」 

おつか さんが 笑いながら、 

「そうだね、 けれども あんま リ いばるん じゃあり ま 

せんよ」 と 申しました。 

ホモ ィは、 

J?J ハ じょうぶ ぼく 

「大丈夫で すよ。 おつかさん、 僕 ちょっと 外へ 行つ 



ぬす まい 

たします。 少しとう もろこし を 盗んで 参りましょう 

ゝ I 

力」 

ホ モイが 申しました。 

わる 

「いや、 それ は 悪い こと だ。 そんな こと をして はな 

らん」 

きつね か もう 

狐 は 頭を搔 いて 申しました。 

「へいへい。 これから は 決していた しません。 なん 

でもお いい つけ を 待つ ていたし ます」 

ホモ ィは 言いました。 

「そうだ。 用が あったら 呼ぶ から あっちへ 行って お 

きつね む 

いで」 狐 はくる くるま わって おじぎ をして 向こうへ 



も すずらん み あつ 

持って 野原に 出て、 鈴蘭の 実 を 集めながら ひとりごと 

を 言いました。 

たいしょう すずらん み あつ 

「ふん、 大将が 鈴蘭の 実 を 集める なんてお かしい や。 

1 こ れ わら きつね 

誰かに 見つけられたら きっと 笑われる ばかり だ。 狐 

が 来る といい がな あ」 

すると 足の 下がなん だか もくもく しました。 見る と 

む ぐらが 土 をく ぐ つ て だんだん 向こう へ 行こうと しま 

さけ 

す。 ホモ ィは 叫びました。 

ぼく えら 

「む ぐら、 む ぐら、 むぐ らもち、 お前 は 僕の 偉くな つ 

たこと を 知って るかい」 

む ぐらが 土の 中で 言いました。 



む かげ ひき 

その 時 向こうの にわとこの 陰から りすが 五疋 ちょろ 

ま い 

ちょろ 出て 参りました。 そして ホ モイの 前にび よこ 

ぴ よこ 頭 を 下げて 申しました。 

すずらん み と 

「ホ モイ さま、 どうか 私 どもに 鈴蘭の 実 をお 採らせ 

ください ませ」 

ホ モイが、 

「いいと も。 さあ やってくれ。 お前た ち は みんな 僕 

しよ-つ しよ-つ 

の 少 将 だよ」 

よろこ しごと 

リ すがき やっき やつ 悦んで 仕事に かかりました。 

む こうま ぴき 

この 時 向こうから 仔 馬が 六疋 走って 来て ホ モイの 前 

にと まりました。 その 中の いちばん 大きな のが、 



くも 

曇つ てし ま つ ている から」 

う さ ぎ な 

兎のお つかさん までが 泣いて、 前 かけで 涙 を そつ 

とぬ ぐいながら、 あの 美しい 玉の はいった 瑪瑙の 函を 

戸棚から 取り出しました。 

うさ * き はこ ふた おどろ 

兎 のおとう さん は函を 受けと つ て 蓋 を ひらいて 驚 

きました。 

たま おととい ばん 

珠は 一昨日の 晚 よりも、 もっとも つと 赤く、 もっと 

も つ と 速く 燃えて いるので す。 

うさぎ 

みんな は うっとり みとれてし まいました。 兎のお 

とうさん はだ ま つ て 玉をホ モイに 渡して ご飯 を 食べ は 

じめ ました。 ホモ ィも いっか 涙が かわき みんな はま 



した。 お父さん がー fn いました。 

だめ か、. 

「ホ モイ。 お前 はもう 駄目 だぞ。 今日 こそ 貝の 火 は 

砕けた ぞ。 出して 見ろ」 

お母さんが 涙 を ふきながら 函を 出して 来ました。 

お父さん は 函の蓋 を 開いて 見ました。 

するとお 父さん はび つくりして しまいました。 貝の 

火が 今日ぐ らい 美しい こと はま だありませんでした。 

みどり さまざま せんそう 

それ はまる で 赤 や 緑 や 青 や 様々 の 火が はげしく 戦争 

をして、 地雷火 を かけたり、 のろし を 上げたり、 また 

いなずまが ひらめいたり、 光の 血が 流れたり、 そうか 

ほのお ぜんたい せんりょう 

と 思う と 水色の 焰 が 玉の 全体 をパ ッと 占領 して、 



ホ モイが 申しました。 

だいじよ うぶ きつね 

「お父さん、 大丈夫で すよ。 狐なん かなんでも あり 

ぼく い 

ません よ。 僕に は 貝の 火が あるので す もの。 あの 玉が 

くだ くも 

砕けたり 曇ったり する もんです か」 

お母さんが 申しました。 

「本当にね、 いい 宝石 だね」 

ホモ ィは 得意に な つ て 言いました。 

まく 力 、." まな 

「お母さん。 僕 はね、 うまれ つきあの 貝の 火と 離れ 

ぼく こと 

ないよう になって るんで すよ。 たとえ 僕が どんな 事 を 

したって、 あの 貝の 火が どこかへ 飛んで 行く なんて、 

こと ぼく いき 

そんな 事が ある もんです か。 それに 噗 毎日 百ず つ 息 を 



ホ モイ はすぐ I 相 を 開こうと しました。 

きつね ひたい しわ め つ 

すると、 狐が 額に 黒い 皺 をよ せて、 眼 を 釣り あげ 

て どなりました。 

「ホ モイ。 気をつけろ。 その 箱に 手で も かけて みろ _ 

ころ どろぼう 

食い殺す ぞ。 泥棒め」 

まるで 口が 横に 裂けそう です。 

ホモ ィは こわくな つてし まって、 いちもくさんにお 

うちへ 帰りました。 今日はお つかさん も 野原に 出て、 

うちにい ませんで した。 

ホモ ィは あまり 胸が どきどきす るので、 あの 貝の 火 

を 見ようと 函を 出して 蓋 を 開きました。 



まし 

みんな は、 だまって ご飯 をす ましました。 

お父さん は、 

「どれ 油 を 出して やる かな」 と 言いながら 棚から か 

み あ * バら びん 

やの 実の 油 の 瓶 をお ろしました。 

ホモ ィは それ を 受けと つ て 貝の 火 を 入れた 函に 注ぎ 

ました。 そして あかり をけ して みんな 早くから ねて し 

ま いました。 

氺 

夜中に ホモ ィは眼 を さましました。 

お まくら かい 

そして こわごわ 起き あがって、 そっと 枕 もとの 貝 

かい あぶら めだま 

の 火 を 見ました。 貝の 火 は、 油の 中で 魚の 眼 玉の よ 



ギ J ん いろ も 

うに 銀色に 光って います。 もう 赤い 火 は 燃えて いませ 

ん でした。 

ホモ ィは 大声で 泣き出しました。 

うさぎ お 

兎 のお 父さん やお 母さんが びっくりして 起きて あ 

かリ をつ けました。 

か い なま リ 

貝の 火 はまる で 鉛の 玉の ようになって います。 ホ 

な きつね あみ 

モイ は 泣きながら 狐 の 網の はなし をお 父さんに しま 

した。 

いそ きもの 

お父さん はたい へん あわてて 急いで 着物 をき かえな 

がら 言いました。 

「ホ モイ。 お前 は 馬鹿 だぞ。 俺 も 馬鹿だった。 お前 



こども いのち たす 

は ひばりの 子供の 命 を 助けて あの 玉 を もら つたの 

じ やない か。 それ をお 前 は 一昨日 なんか 生まれ つきだ 

い きつね 

なんて 言って いた。 さあ、 野原へ 行こう。 狐が まだ 

網 を 張って いるか もしれ ない。 お前 はいの ちがけ で 

きつね てつだ 

狐と たたか うんだ ぞ。 もちろん おれ も 手伝う」 

な うさぎ 

ホモ ィは 泣いて 立ち あがりました。 兎のお 母さん 

も 泣いて 二人の あと を 追いました。 

きリ ふ 

霧が ポシャ ポシャ 降って、 もう 夜が あけ かかって い 

ま ^9 

きつね あみ かば 

狐 はま だ 網 を かけて、 樺の 木の下に いました。 そ 

ま 

して 三人 を 見て 口 を 曲げて 大声で わらいました。 ホモ 



はこ ぴき な 

見る と 箱の 中に 鳥が 百疋 ばかり、 みんな 泣いて いま 

すずめ 

した。 雀 や、 かけす や、 うぐいす はもち ろん、 大きな 

ふくろう 

大きな 梟 や、 それに、 ひばりの 親子まで が はいって 

いるので す。 

シた 

ホ モイのお 父さん は 蓋 を あけました。 

と じめん 

鳥が みんな 飛び出して 地面に 手 をつ いて 声 を そろえ 

て 言いました。 

「ありが と う， > /ざいます。 ほんとうに たびたび おか 

さま 

げ 様で，) ，- ざいます」 

すると ホ モイのお 父さんが 申しました。 

めんもく しだい 

「どういたしまして、 私 ども は 面目 次第 も ございま 



みんな はおう ちに はいりました。 

たな つくえ ばしょ 

鳥 は、 ゆか や 棚 や 机 や、 うちじゅうの あらゆる 場所 

ふくろう とほう む 

をふさぎ ました。 梟 が 目玉 を 途方もない 方に 向けな 

がら、 しきりに 「ォ ホン、 ォ ホン」 とせき ばらい をし 

ま ^9 

ホ モイのお 父さんが ただの 白い 石に な つ てし まった 

貝の 火 を 取 りあげて、 

わら 

「もうこんな ぐあいです。 どうかた くさん 笑って 

い かい するど 

やってく ださい」 と言うと たん、 貝の 火 は 鋭く カチッ 

と 鳴って 一 一 つに 割れました。 

と 思う と 、 パ チパ チパ チッと はげしい 音が して 見る 



けむり くだ 

見る まるで 煙 のように 砕けました。 

ホ モイが 入口で アツと 言って 倒れました。 目に その 

こな おどろ 

粉が はいった のです。 みんな は 驚いて そっちへ 行 こ 

こんど 

うとし ますと、 今度 は そこらに ピチピ チピチ と 音が し 

けむ リ あつ リっぱ 

て 煙が だんだん 集まり、 やがて 立派な いくつか のか 

けらに なり、 おしまいに 力 タツと 二つ かけらが 組み 

t 力し 力 I 

合って、 すっかり 昔の 貝の 火に なりました。 玉 はま 

ふんか も ゆうひ 

るで 噴火の ように 燃え、 夕日の ように かがやき、 ヒュ— 

まど と 

と 音を立てて 窓から 外の 方へ 飛んで 行きました。 

き よ う さ さ 

鳥 は みんな 興 を さまして、 一人 去り 二人 去り 今 は 

へや 

ふくろう だけにな リ ました。 ふくろう はじろ じろ 室の 



中 を 見 まわしながら、 

「たった 六日だった な。 ホッホ 

たった 六日だった な。 ホ ッホ」 

わら かた おお ま... こ 

と あざ笑って、 肩 を ゆすぶって 大股に 出て 行き まし 

た。 

それに ホ モイの 目 は、 もうさつ きの 玉の ように 白く 

濁って しまって、 まったく 物が 見え なくなった のです。 

はじめからお しまいまで お母さん は 泣いて ばかりお 

リ ました。 お父さんが 腕 を 組んで じっと 考えて いまし 

たが、 やがて ホ モイの せなか を 静かに たたいて 言い ま 

した。 
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